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レッスンプラン


日本語学習を含んだ文化的教室活動案　２
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	文化事項
	スポーツ（玉入れ）

	活動Can-do
	日本の学校行事の一つである「運動会」を理解するとともに、数字やことばを通して、人を応援したり、応えたりすることができる。（A１：やりとり）

	指導することば/文型
	「がんばれ」「赤・白」「赤（白）がんばれ」「勝った・負けた」「やった」

（数字１～１０、および、生徒の人数により二桁の数字）

	対象学年
	Year1 ～ Year 8

プライマリースクール、セカンダリースクール（低学年）向け

	対象人数
	20～50人

	所要時間
	20～30分

	必要教材
	プロジェクター（またはインタラクティブ・ボード）

パソコン、「ReadySteadyNihonGo!(RSN)」CD Lesson 5

玉入れのかご２つ、玉（２色）を生徒の数に応じて用意
玉を生徒が作る場合：古新聞、ペーパーナプキン、セロテープ

パソコンが教室にない場合は、フラッシュ・カード（FC）


（注）　所要時間は目安です。生徒数、学年などによって異なります。

レッスンプラン例　（所要時間25分）

	
	所要時間
	活動
	注意点
	教材および
必要なもの

	
	
	· この活動は、数字を先に教えたことが前提です。

· 人数が10人以上の場合は、２桁の数字を先に教えてください。
→　数字の指導については、「言語的教室活動案２」を参照
	

	ウォームアップ
	2分
	日本のスポーツで何か知っているものがあるか聞いてみる。
	· 「空手」などをすでにやったことがある生徒がいるかもしれません。知っている生徒が発言した場合は、ほめましょう。
	

	導入
	5分
	1. 日本の運動会（スポーツ・ディ）の紹介
→　資料C2-1 参照
スライドまたは写真などを見せて、日本の運動会を紹介する。

2. 語彙指導
「がんばれ」「赤・白」
「赤（白）がんばれ」
「勝った・負けた」「やった」など。
	· イギリスの「スポーツ・ディ」との違いなどを聞いてみましょう。
· 授業時間、生徒の年齢や集中具合によって、どの語彙を教えるか決めてください。全部教える必要はありません。
	「ReadySteady
NihonGo!」CD

資料C2-1:RSN CD Sports Day

	練習
	3分
	教えた語彙をリピートしてもらう。
	· 元気よくリピートしてもらいましょう。
	

	展開

	13分

	1. 生徒に玉を作ってもらう。
（教師がサンプル玉を見せる）
2. 「教室での指示（別紙参照）」を英語で口頭説明。
3. ある程度スペースのある場所で、二つのチームに分ける。
4. チーム・リーダーを決める。
5. 「玉入れ」開始

6. 約1～3分、玉入れをしてもらったら、籠から入れた玉の数をかぞえます。
	· 生徒に１または２個の玉を作ってもらいます。（授業時間・生徒の人数によって作ってもらう玉の数は決めてください）
· 椅子や机が邪魔にならない場所を選んでください。椅子や机の片付けが必要な場合は、その分の所要時間も見積もってください。
· 生徒が玉でいたずらをしないように注意しましょう。

· 玉入れ中は、教師も「がんばれ」など掛け声をかけるなどして、教えた語彙を使いましょう。

· 玉を数えるときは、日本語で一緒に数えてもらいましょう。
	古新聞・ペーパーナプキン・セロテープ

資料 C2-2: Tamaire Classroom Instruction


	終了
	2分
	片付けと復習
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